
◇実施施策

　　・廃棄物３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進

　　・車両のエコカー化（低公害、低燃料、低排出ガス車）の促進

　　・節水キャンペーンの促進

　　・廃棄物３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進

　　・車両のエコカー化（低公害、低燃料、低排出ガス車）の促進

　　・節水キャンペーンの促進

◇北九州空港環境データ

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1,601,187 326,745 489,939

19,062 10,046 13,290

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

売電 kwh/年 6,273,902 4,710,630 5,057,555 5,597,214

自家発電など kwh/年 0 0 0 0

都市ｶﾞｽ m3/年 0 0 0 0

プロパンガス m3/年 24,367 3,096 2,236 3,272

灯油 ㍑/年 0 0 0 0

ガソリン ㍑/年 0 0 0 0

軽油 ㍑/年 5,366 0 0 0

Ａ重油 ㍑/年 0 0 0 0

灯油 ㍑/年 0 0 0 0

ガソリン ㍑/年 9,262 4,729 15,329 3,437

軽油 ㍑/年 55,608 32,047 48,647 67,846

Ａ重油 ㍑/年 0 0 0 0

水道水 m3/年 39,113 26,703 28,688 30,420

井戸水 m3/年 0 0 0 0

その他 m3/年 0 0 0 0

m3/年 3,817 2,284 2,489 2,725

m3/年 40,971 25,996 28,376 32,405

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

台 0 0 0 0

台 3 2 2 2

台 0 0 0 0

台 0 0 0 0

台 0 0 0 0

台 0 0 0 0

台 12 10 10 10

台 27 43 43 43

台 12 6 6 5

台 54 61 61 60

％ 72.2% 80.3% 80.3% 80.0%

その他

北九州空港実施状況報告書

取扱旅客数（人）

発着回数（回）

エネルギー使用量 施設用 電力

ガス

　　・施設内の照明器具のLED化の促進

その他の低燃費・低排出ガス車

水使用 上水使用

中水使用

下水等処理量

ディーゼル車

ガソリン車

合計

　・航空機APUによる航空機燃料費削減

　・貨物備品（防水マットの再利用）

　・廃棄物３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進。

　・車両のエコカー化

　・電気・空調の効率的利用

燃料電池車

　・貨物備品（防水マットの再利用）

エコカー導入率

車両用

保有車両台数 エコカー 電気自動車

ハイブリッド車

天然ガス車

ＬＰガス車

メタノール車

その他

　・航空機APUによる航空機燃料費削減

　　・航空機へのGPU利用促進(AC付電源車の活用)

　【令和３年度環境施策実施状況(まとめ)】 【令和４年度環境施策実施状況】

　・航空機へのGPU利用促進(AC付電源車の2台導入　APUOFFハンドリング) 　　・電気、空調の効率的利用

　・空港内GSEのアイドリングストップ実施済（暖気運転以外のアイドリングＳＴＯＰ実施 　　・空港内GSEのアイドリングストップ徹底

　　・電気、空調の効率的利用

　・空港内GSEのアイドリングストップ徹底。 　　・空港内GSEのアイドリングストップ徹底

　　・車両のエコカー化

　・電動フォークリフト配備（レンタル　２台増） 　　・電動フォークリフト配備（レンタル２台）

　　・貨物備品（防水マットの再利用）

　・照明器具や空調機器等の省エネ化の推進 　　・事務所の照明器具のLED化の促進

　・SDGsに関わる取り組みの推進 　　・照明器具や空調機器等の省エネ化の推進

　　・航空機へのGPU利用拡大（AC付電源車の2台目の導入）

　　・航空機APU OFFハンドリングによる航空機燃料費削減

　　・貨物備品（防水マットの再利用）

　　・航空機APU OFFハンドリングによる航空機燃料費削減

　・電動フォークリフト配備（レンタル　入替予定） 　　・SDGsに関わる取り組みの推進

　・廃棄物３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の推進。

　【次年度以降の取り組み予定(まとめ)】 【次年度以降の環境施策の取り組み】

　・継続/復便（5RT→10.5RT）APU-OFFハンドリングの実施


